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を
記
念
し
て
、
記
念
号
を
作
製
し

致
し
度
き
所
存
で
有
り
ま
す
。

経
の
中
の
普
門
品
第
二
十
五
に
、
詳

又
般
若
心
経
に
も
述

べ
ら
れ
て
居
ま
す
。

吾
々
仏
教
徒
と
致
し
ま
し
て
は
、　
一
番
親
し
ま
れ
る
菩
薩
さ
ま
で

音
さ
ま
の
心
を
申
し
ま
す
と
、
普
門
品
に
は

司
会
者
で
、
観
音
さ
ま
は
如
何
な
る
菩
薩
で
す
か

と
、
お
釈
迦
さ
ま
に
質
問
さ
れ
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
申
さ
れ
る
に

さ
ま
を

一
心
に
称
名
す
れ
ば
、
即
ち
南
無
観
世
音
菩
薩

う
れ
ば
、
吾
々
の
願
い
事
を
適
え
て
下
さ
る
菩
薩
さ
ま
で
有

ま
す
。
吾
々
凡
夫
は
恒
に
三
毒
と
申
す
悪
い
心
に
悩
み
苦
し
ん

で
居
り
ま
す
。
即
ち
五
欲
の
煩
悩
で
有
り
、
五
つ
と
は
、
財
欲

・

色
欲

。
飲
欲

。
名
欲

・
睡
眠
欲
で
有
り
、
お
経
に
は
特
に
色
欲
を

申
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
色
欲
は
家
庭
の
明
る
さ
を
潰
し
、
世

間
を
騒
せ
ま
す
。
次
に
三
毒
の
第
二
は
隕
恙
即
ち
怒
り
で
有
り
ま

す
。
諺
に

「怒
り
は
敵
と
思
え
」
と
申
さ
れ
て
居
り
心
す
べ
き
事

で
す
。
第
二
は
愚
凝
と
申
さ
れ
、
仏
教
で
は
無
常
を
説
か
れ
て
居

り
ま
す
。
常
づ
ね
変
り
行
く
の
が
此
の
世
で
有
り
ま
す
。
こ
の
三

つ
は
何
れ
も
身
を
亡
ぼ
し
、
他
を
害
し
、
不
知
と
成
り
ま
す
。
そ

こ
で
の
解
決
法
は

一
心
に
称
名
し
な
さ
い
、
慈
悲
の
心
が
災
難
を

救

っ
て
吾
々
を
護

っ
て
下
さ
い
ま
す
。
又
観
音
さ
ま
は
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
姿
と
成

っ
て
説
法
さ
れ
る
為
に
施
無
畏
者
と
申
し
、
恐

れ
な
き
菩
薩
さ
ま
で
有
り
ま
す
。

以
上
簡
単
に
申
し
ま
し
た
が
、
吾
々
は
観
音
さ
ま
を
恒
に
心
に

抱
き
、
称
え
、
皆
々
共
に
楽
し
い
明
る
い
家
庭
を
作
り
、
拝
み
合

ふ
心
、
感
謝
の
心
、
な
ご
や
か
な
和
の
心
が
観
音
さ
ま
の
教
で
有

報
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ベー,

当
山
は
、
長
元
二
年

（
一
〇
二
九
）

源
算
上
人
の
開
山
で
あ
る
。
源
算
上

人
は
、
恵
心
僧
都
の
高
弟
で
、
因
幡

（鳥
取
）
に
生
ま
れ
、
横
川

（比
叡
山
）

の
恵
心
僧
都
に
従
い
、
顕
密
の
蘊
奥

を
極
め
四
十
七
歳
の
時
、
当
山
に
入

ら
れ
小
堂
を
結
び
、
十

一
面
千
手
観

音
の
像
を
刻
み
本
尊
と
な
し
、
仏
法

を
興
隆
さ
れ
た
。
長
元
七
年
九
月
、

後

一
条
天
皇
よ
り
、
鎮
護
国
家
の
勅

願
所
と
定
め
ら
れ
良
峰
寺
の
寺
号
及

び
聖
一詠
を
賜
っ
た
。

″野
を
も
す
ぎ

山
路
に
向
う
雨
の
空

よ
し
み
ね
よ
り
も
は
る
る
夕
立
″

以
来
歴
朝
の
御
崇
敬
篤
く
、
長
久
三

年
、
後
朱
雀
天
皇
、
洛
東
鷲
尾
寺
よ
り

本
尊
仁
弘
法
師
作
、
千
手
観
音
像
を
当

山
に
遷
し
て
本
尊
と
し
、
先
の
十

一
面

千
手
観
音
像
を
脇
立
と
さ
れ
た
。

今
よ
り

一
二
八

一
年
前

（養
老
二

年
）
元
正
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
隆
豊

禅
師
が
開
創
し
た
の
が
金
蔵
寺
で
あ

る
。
御
本
尊

・
十

一
面
観
音
菩
薩
は
、

開
祖
隆
豊
と
山
主
向
日
明
神
の
合
作

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
全
盛
時
代
に

は
七
堂
塔
伽
藍
四
十
九
院
を
数
え
た

が
、
数
々
の
兵
人
で
焼
失
し
、
現
在

の
建
物
は
、
江
戸
時
代
元
隷
年
間
に

五
代
将
軍
綱
吉
公
の
御
聖
母
桂
昌
院

が
幼
少
の
恩
に
報
い
る
為
、
再
建
し

た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
明
治
初
年
に
、
神
仏
分
離

令
に
よ
り
元
愛
宕
山
白
雲
寺
の
御
本

尊
　
火
防
将
軍
愛
宕
大
権
現
を
権
現

堂
に
安
置
し
て
い
る
。

花
山
法
皇
が
、
荒
廃
し
て
い
る
西

国
三
十
三
所
を
嘆
い
て
そ
の
再
興
を

発
願
さ
れ
た
。
法
皇

一
刀
三
礼
こ
自

作
の
十

一
面
観
世
音
菩
薩
の
尊
像
を

背
負

っ
て
巡
礼
し
目
的
を
達
成
し
た
。

最
後
に
当
寺
に
参
詣
さ
れ
本
尊
延
命

地
蔵
菩
薩
の
霊
験
に
驚
嘆
し
自
ら
の

お
手
判
を
木
片
に
押
印
し
背
負
い
の

観
音
像
を
納
め
、
伽
藍
建
立
仏
供
料

と
し
て
数
百
石
の
寺
録
を
賜

っ
た
。

世
に
こ
れ
を
草
分
観
音
、
お
い
ず
る

観
音
と
称
し
て
、
西
国
巡
礼
の
時
は

必
ず
当
寺
に
立
寄

っ
て
、
安
泰
を
願

う
よ
う
に
な
っ
た
。

民
家
の
間
の
小
径
の
奥
に
あ
る
西

迎
寺
は
、
永
禄
の
頃
戦
乱
に
巻
き
込

ま
ね
滅
び
た
長
沢
市
政
の
菩
提
を
弔

う
為
に
、
市
政
の
館
跡
に
建
て
ら
れ

た
寺
院
で
あ
る
。
創
建
は
天
正
四
年
。

二
尊
院
か
ら
迎
え
た
明
阿
上
人
が
開

山
し
た
為
、
二
尊
院
同
様
、
阿
弥
陀

と
釈
迦
の
二
尊
を
本
尊
と
し
て
い
る
。

境
内
の

「墓
党
」
と
呼
ば
れ
る
墓

所
に
は
歴
代
の
住
職
の
墓
が
残

っ
て

お
り
、
参
道
わ
き
に
は
、
二
代
目
住

職
で
市
政
の
弟
、
小
納
言
房
松
運
に

ち
な
み

「小
納
言
坂
」
と
呼
ば
れ
る

小
さ
な
坂
が
あ
る
。

ま
た
、
曲
来
不
明
の

「春
日
観
音
」

と
呼
ば
れ
る
観
音
様
が
安
置
さ
れ
、

女
性
信
者
に
よ
り
定
期
的
に
観
音
講

が
催
さ
れ
て
い
る
。

京都市西京区大原野小塩町1372
電言舌075 (331)0020

京都市西京区大原野石作町
員ヨ言舌075 (331)0023

京都市西京区大原野塩小町481

電言舌175 (331)0154

京都市西京区大原野南春日町651
電言舌075 (331)0124

絲撻受付F~f(075)957-7616
石iルl音5(075)957-0007

柳 谷 聖 苑
公園墓地

柳谷楊谷寺の直営霊園です

歌1接  '



平
安
中
期
の
長
久
三
年

（
一
〇
四

三
）
源
算
上
人
が
こ
の
地
に
草
庵
を

結
び
、
往
生
院
と
号
し
た
の
が
始
ま

り
で
、
建
保
元
年

（
一
二

一
三
）
法

然
上
人
門
下
の
西
山
上
人
証
空

（善

恵
国
師
）
が
こ
こ
を
不
断
如
法
念
仏

道
場
と
す
る
と
と
も
に
名
も
三
鈷
寺

と
あ
ら
た
め
た
。
こ
れ
は
背
後
の
山

容
が
密
具
の
三
鈷
に
似
て
い
る
か
ら

と
い
わ
ね
る
。
中
世
は
浄
土
宗
西
山

派
の
根
本
道
場
と
し
て
多
く
の
寺
領

や
末
寺
を
有
し
た
。

本
堂
の
前
か
ら
の
眺
望
は
大
変
す

ば
ら
し
く
、
江
戸
時
代
に
書
か
ね
た

「都
名
所
図
絵
」
に

「
二
大
仏
七
城
俯

腋
の
地
」
と
記
さ
れ
、
京
都
市
内
、

宇
治
方
面
が

一
望
で
き
る
。

唐
か
ら
の
渡
来
僧
で
鑑
真
和
上
の

高
弟
で
あ

っ
た
智
威
大
徳
が
隠
世
さ

れ
た
の
が
当
山
の
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
る
。
御
本
尊
は
御
丈
ニ
メ
ー
ト
ル

六
〇
セ
ン
チ
余
の
千
手
観
音
。
頭
上

の
化
仏
の
ほ
か
、
本
面
左
右
に
も
独

立
し
た
化
仏
を
配
し
た
、
三
面
形
式

の
珍
し
い
像
で
あ
る
。
ま
た
弘
法
大

師
御
自
作
と
伝
わ
る
聖
観
音
は
、
古

く
か
ら
西
山
の
厄
除
け
観
音
と
し
て

信
仰
を
集
め
て
き
た
。

境
内
の
石
庭
は
、
京
都
市
街
や
東

山
連
峰
を
見
は
る
か
す
借
景
庭
園
と

し
て
人
気
が
あ
る
。

京都市西京区大原野石作町1323
員呈言舌075 (331)0022

京都市西京区大原野南春日町1102
電言舌075 (331)0105

正法寺
(番外)

至洛西ニュータウン

至
外
畑
　
亀
岡
　
高
槻

阪急

1灰方バス停

灰
方
郵
便
局

交
番

春日町バス停

京女グラン ド
ギ 轟

ぶへい
TT大 原野神社

卍

第 2番

金蔵寺

卍

勝持寺

嗜縮
第
〓
一

京・西京区大原野神社 lll人

10名様よリマイクロバス送迎いたします/午前11時～午後9時 30分  TEL(075)331-2248(ft)面 0120-2248-45

会席料理
宝 楽 焼

卜・ ヘ サ)●

洛西・大原野散策の味どころ
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≪ 地図は次ベー ,

寺
伝
に
よ
る
と
当
山
は
六
四
〇
年

頃
、
推
古
天
皇
勅
願
、
聖
徳
太
子
が

十

一
面
観
世
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
て

創
建
さ
れ
た
乙
訓
地
方
最
古
の
寺
で

あ
る
。
弘
法
大
師
は
弘
仁
二
年

（八

一
一
）
乙
訓
寺
の
別
当
に
嵯
峨
天
皇

か
ら
任
命
さ
れ
、
こ
の
寺
に
在
住
さ

れ
た
。
現
在
の
御
本
尊
は
大
師
が
造

ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
秘
仏
で
あ
る
合

然
大
師
で
あ
り
三
十
三
年
毎
に
開
扉

が
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
十

一
面
観

世
音
菩
薩
は
、
長
谷
型
と
い
わ
れ
る

お
姿
で
本
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

陽
春
に
は
二
千
株
の
ぼ
た
ん
が
見
事

に
咲
く
。

（地
図
は
六
ぺ
上
一ソ
。
）

総
本
山
光
明
寺
は
法
然
上
人
が
最

初
に
念
仏
の
教
え
を
説
か
れ
た
立
教

開
宗
の
地
で
あ
る
。
建
久
九
年

（
一

一
八
九
）
に
弟
子
の
熊
谷
蓮
生
法
師

に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。
上
人
滅
後
に

御
遺
骸
を
奈
毘
に
ふ
し
御
芳
骨
を
御

本
廟
に
納
め
た
。
三
十
二
棟
の
伽
藍

を
配
し
、
観
音
堂
の
十

一
面
千
手
千

眼
観
音
立
像
は
恵
心
僧
都
作

（平
安

時
代
の
作
、
木
造
）
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
高
さ
は
五
尺
三
寸

（
一
メ
ー
ト

ル
六
〇
セ
ン
チ
）
あ
る
。
現
在
は
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
京
都

国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

長
岡
京
市
粟
生
西
条
ノ
内
二
六

電
話
〇
七
五

（九
五
五
）
○
○
〇
二

寺
伝
に
よ
ね
ば
、
当
寺
は
元
天
台

宗
に
属
し
、
粟
生
山
観
音
寺
と
号
し
、

奈
良
時
代
の
創
建
と
い
わ
ね
る
。
文

献
上
で
は
室
町
時
代
の
初
め
に
見
ら

れ
、
江
戸
時
代
末

『都
名
所
図
絵
』

に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
尊
の
十

一
面
千
手
観
音
菩
薩
立

像

（木
造
、
江
戸
時
代
作
）
を
始
め
、

僧
形
座
像
、
地
蔵
菩
薩
立
像
、
厨
子

入
不
動
明
王
像
、
千
手
観
音
立
像

（本
尊
前
立
）
は
現
在
、
昭
和
五
十
年

に
改
築
さ
ね
た
観
音
堂
に
祀
ら
ね
、

毎
年
八
月
十
五
日
、
盆
供
養
の
御
開

帳
法
要
の
際
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

当
山
は
十

一
面
観
音
を
本
尊
と
し

て
い
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
延
喜
十
年
三
井
寺

の
智
証
大
師
の
弟
子
千
観
が
諸
国
巡

歴
の
途
中
こ
の
地
に
立
ち
寄
り
、
夢

告
に
よ
っ
て

一
堂
を
建
立
さ
れ
た
。

長
法
寺
は
七
堂
伽
藍
、
坊
舎
十
二

院
が
あ

っ
た
が
、
応
仁
の
兵
乱
で
全

山
が
焼
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

平
成
二
年
の
本
堂
再
建
に
先
立

っ
て

行

っ
た
発
掘
調
査
で
、
本
堂
下
か
ら

平
安
時
代
の
礎
石
建
物
が
発
見
さ
れ
、

寺
の
歴
史
を
裏
付
け
る
結
果
と
も
な

っ
た
。
境
内
西
北
隅
に

「溺
泉
」
が

あ
り
、
清
涼
な
水
が
巌
窟
か
ら
湧
き

出
、
寺
を
清
巌
山
と
号
す
る
の
も
こ

の
為
で
あ
る
。

長
岡
京
市
長
法
寺
谷
田

一
六

電
話
〇
七
五

（九
五

一
）
九
〇
七
五

長岡京市今里3丁 目14-7
員∃言舌075 (951)5759

長岡京市粟生清水谷
※集印は七番光明寺で受付

洛西観音霊場第九番札所 小動物供養所

法
(075)95

十
印

話

清巖山 長
長岡京市長法寺谷田16 電

一 隅 を照 らそ う

夭台宗
5

-3-

〒617-0812
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当
山
柳
谷
観
音
楊
谷
寺
は
、
大
同

元
年

（
八
〇
六
）
京
都
東
山
清
水
寺

の
開
創
で
も
あ
る
延
鎮
僧
都
に
よ

っ

て
開
山
さ
れ
た
。
第

二
世
は
眼
病
に

霊
験

あ
ら
た
か
な
霊
水

、
独
鈷
水

（お
こ
う
ず
い
）
を
発
見
し
加
持
祈
祷

を
施
さ
れ
た
弘
法
大
師
空
海
を
仰
ぎ
、

第
三
世
に
は
恵
心
僧
都
が
入
山
さ
ね
、

お
念
仏
の
教
え
を
流
布
さ
れ
た
。
当

山
の
本
堂
に
は
御
本
尊
十

一
面
千
手

千
眼
観
音
が
祀
ら
れ
、
平
成
十
年
に

は
八
百
年
ぶ
り
の
復
元
修
理
が
施
さ

ね
た
。

当
山
は
新
西
国
十
七
番
札
所
に
指

定
さ
れ
た
が
、
洛
西
札
所
十
番
の
奥

の
院
の
御
本
尊
千
手
観
音
は
、
中
御

門
天
皇
の
勅
刻
で
江
戸
時
代
中
期
に

富
中
よ
り
奉
移
さ
ね
た
も
の
で
あ
る
。

西
山
連
峰
の
浄
土
谷

（柳
谷
）
大

沢

一
帯
に
は
行
基
菩
薩
や
弘
法
大
師

の
足
跡
が
あ
り
、
天
延
年
間

（又
は

長
徳
）
に
恵
心
僧
都
が
入
山
し
山
中

の
大
石
で
修
行
す
る
と
弥
陀
の
奇
瑞

を
感
得
し
乗
願
寺
を
創
建
さ
れ
た
。

二
十
年
余
の
ち
都
か
ら
寂
因
が
入
山

し
念
仏
三
昧
の
内
に
弥
陀
を
感
得
し

三
十
余
年
を
過
ぎ
、
久
安
六
年
奇
瑞

を
顕
わ
し
て
西
方
浄
土
に
往
生
し
た
。

四
十
九
年
の
ち
法
然
は

『選
択
集
』

を
著
し
浄
土
宗
を
開
か
ね
た
が
、
こ

本
尊
の
丈
六
阿
弥
陀
仏
座
像
は
こ
の

頃

（平
安
後
期
）
に
造
ら
ね
た
と
い

う
、
し
か
し
寺
伝
に
は
開
山
恵
心
僧

都
の
作
と
伝
え
る
。
ま
た
洛
西
観
音

霊
場
番
外
の
こ
本
尊
の
観
音
立
像
を

伝
え
て
い
る
。

長
岡
京
市
浄
土
谷
堂
ノ
谷
四

電
話
〇
七
五

（九
五
七
）
四

一
四
八

長岡京市浄土谷堂ノ谷2

員ヨ言舌075 (956)0017 (本易イ寧
=宇

)

南
イ
ン
タ

ン
ジ

旧国道

1号線

目
□

Ｆ

陽

Ｎ

鶏艶

鶴
隋

第
観

府立婦人 ＼

教育会館

院ノ幅
観

第

柳

卍

卍
乗
願
寺

（番
外
）

卍
楊
谷
寺

〒617‐0853 長岡京市奥海印寺東山 15…7
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≪ 地図は次ベー

当
山
正
覚
寺
は
江
戸
初
期
の
寛
永

年
間

（
一
六
二
四
～

一
六
四
三
）
に

鏡
空
開
導
上
人
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ

た
寺
で
あ
る
。
当
山
に
は
度
重
な
る

戦
火
や
水
害
、
そ
し
て
明
治
の
廃
仏

毀
釈
な
ど
の
政
治
的
な
迫
害
で
廃
寺

と
な

っ
た
寺
院
の
宝
物
を
収
め
て
お

り
、
札
所
と
な

っ
て
い
る
総
高
二
尺

足
ら
ず
の
干
手
観
音
座
像
も
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
こ
の
像
は
淀
川
べ
り

に
あ

っ
た
帰
海
印
寺
の
宝
物
で
あ

っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
は

歌
舞
伎
の

「俊
寛
」
ゆ
か
り
の
寺
で

鹿
ヶ
谷
事
件
で
鬼
界
ヶ
島
に
流
罪
と

な
り
没
し
た
僧
俊
寛
を
弔
う
た
め
、

放
免
と
な

っ
て
帰
洛
し
た
平
康
頼
が

建
立
し
た
寺
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

る
。乙

訓
郡
大
山
崎
町
下
植
野
宮
脇
九
九

電
話
〇
七
五

（九
五
六
）
〇
三
二
二

当
寺
は
、
弘
法
大
師
が
弘
仁
年
間

に
開
基
し
た
と
さ
れ
る
。
御
本
尊
は

平
安
の
十
世
紀
の
作
で
左
足
立
て
膝

で

「衆
生
の
苦
を
救
う
」
延
命
地
蔵

尊
。
右
脇
壇
に
は
十

一
面
千
手
施
薬

観
音
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
御

本
尊
の
左
脇
に
毘
沙
門
天
、
右
に
不

動
明
王
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
不
動
明
王
は
、
天
保
年
間
、

京
都
の
商
家
が
当
山
で
授
戒
を
受
け
、

そ
の
後
満
願
成
就
を
記
念
し
て
報
恩

の
た
め
、
親
族
が
寄
進
し
た
尊
像
で

あ
る
。

そ
し
て
、
し
だ
ね
桜
が
十
三
法
輪

塔
に
寄
り
添
う
よ
う
に
植
え
ら
れ
て

い
る
の
は
、
何
と
も
言
え
な
い
風
情

が
あ
る
。

長
岡
京
市
馬
場

一
丁
目
二
‐
一
四

電
話
〇
七
五

（九
五

一
）
〇
六
四

一

八
ナ
モ
モ
の
木
々
が
葉
を
茂
ら
せ
て

い
る
観
音
寺
は
風
情
の
あ
る
寺
で
あ
る
。

道
路
か
ら
参
道
が
ま
っ
す
ぐ
の
び
、
中

ほ
ど
に
門
、　
一
番
奥
に
寺
院
の
玄
関
が

見
え
る
。
参
道
わ
き
は
背
丈
ほ
ど
の
生

け
垣
が
続
き
、
門
の
奥
に
は
境
内
の
植

え
込
み
が
整
っ
て
い
る
。

本
尊
の
十

一
面
観
音
菩
薩
座
像
は
、

南
北
朝
時
代
に
吉
野
で
悲
運
の
生
涯
を

閉
じ
た
後
醍
醐
天
皇
の
霊
を
慰
め
る
た

め
、
息
子
の
後
村
上
天
皇
が
僧

・
舜
悟

に
命
じ
て
仏
師

・
秀
弁
に
作
ら
せ
た
も

の
で
あ
る
。
舜
悟
と
は
何
者
か
は
今
だ

不
明
で
あ
る
が
、
南
朝
の
隆
盛
を
願
い

ノ
ミ
を
ふ
る
っ
た
秀
弁
の
思
い
が
伝
わ

っ
て
く
る
様
で
あ
る
。

真
言
三
宝
宗
の
末
寺
。
本
尊
は
十

一
面
観
音
で
鎌
倉
時
代
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
大
同
元
年

（八
〇

六
）
に
帰
朝
し
た
空
海
が
唐
の
長
安

で
学
ん
だ
青
龍
寺
の
名
を
取
り
開
基
。

応
仁
二
年

（九
八
二
）
の
大
干
ば

つ

の
際
、
千
観
和
尚
の
雨
乞
い
の
効
験

に
よ
り
勝
龍
寺
と
改
名
し
た
と
い
う
。

元
応
元
年

（
一
三

一
九
）
に
鋳
造

さ
れ
た
鐘
が
大
阪
府
能
勢
町
の
真
如

寺
に
残
り
大
阪
府
の
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
。

同
寺
は
山
崎
の
合
戦
等
で
堂
宇
を

焼
失
し
再
建
さ
れ
た
観
音
堂
か
ら
当

時
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
。

≫.イ

長
岡
京
市
東
神
足
二
丁
目

一
二
‐
四

電
話
〇
七
五

（九
五
六
）
四
七
八
〇

長岡京市勝竜寺19-25
員∃言舌075 (951)6906

:大 沸 萱
す下京区寺町通り松原南入
リータ

゛
イヤル  0120‐ 33‐ 5127   F

容 075-351‐ 5127
FAX 075… 371‐ 3790



当
山
は
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊

場
巡
拝
の
開
祖
と
呼
ば
れ
る
徳
道
上

人
が
、
養
老
六
年

（七
三
二
）
に
開

創
さ
れ
、
こ
本
尊
は
長
谷
型
十

一
面

観
世
音
菩
薩
で
あ
る
。
こ
本
尊
は
日

頃
は
秘
仏
と
し
て
拝
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
毎
年

一
月
八
日
の

「お

こ
な
い
」
（祈
祷
会
）
の
時
の
み
開
扉

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
附
近
は
治
水
が
い
き
わ
た
る

ま
で
は
川
が
氾
濫
し
、
長
い
年
月
の

間
に
大
水
害
で
何
度
か
堂
塔
を
流
失

し
、
そ
の
た
び
に
再
建
さ
れ
た
が
、

現
在
の
堂
宇
は
昭
和
五
十
三
年
に
修

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
尊
は
京
都
に
は
珍
し
い
不
空
霜

索
観
世
音
菩
薩
で
、
寺
伝
で
は
、
桓

武
天
皇
が
長
岡
京
か
ら
平
安
京

へ
の

遷
幸
の
途
次
、
そ
の
下
に
番
雨
を
避

け
ら
れ
た
松
樹
を
刻
し
た
も
の
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
る
。
後
に
改
刻
さ
れ

た
ら
し
く
、
現
本
尊
は
室
町
時
代
の

も
の
で
あ
る
。
寺
の
旧
所
在
地
は
小

字
春
日
丼
で
春
日
明
神
と
境
内
を
接

し
、
奈
良
、
長
岡
京
、
平
安
京

へ
の

遷
都
に
由
緒
の
あ
る
寺
で
あ
る
。
本

尊
は
三
目
観
音
と
通
称
さ
れ
眼
疾
に

霊
験
あ
ら
た
か
で
近
郷
の
尊
崇
を
受

け
た
。
昭
和
六
十
二
年

（
一
九
八
七
）

九
月
に
現
本
堂
庫
裡

一
新
落
慶
し
た
。

（地
図
は
四
ぺ
―
ジ
。
）

※集印は六番乙訓寺で受付
電言舌075 (931)2907

向日市森本町4ノ 坪30-2
電言舌075 (921)3888
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≦ 地図は次ベー〕

□
伝
に
よ
る
と
当
山
は
、
比
霰
山

延
暦
寺
の
第
三
世
慈
覚
大
師
円
仁
の

創
建
で
、
当
地
巡
錫
の
折
、
村
人
た

ち
の
親
身
な
應
待
に
報
い
る
た
め
、

聖
観
音
像
を
贈
る
こ
と
を
発
願
、
三

礼

一
刀
の
儀
軌
に
則
り
彫
刻
さ
れ
た

も
の
を
、
後
に
本
尊
と
し
て
創
建
さ

れ
た
。

度
々
の
類
火
を
免
れ
た
こ
と
か
ら

「火
除
の
観
音
」
と
俗
称
さ
れ
、
諸
方

か
ら
の
善
男
善
女
の
参
詣
が
絶
え
ず
、

戦
前
、
九
月
八
日

（八
日
薬
師
の
日
）

に
は
晴
雨
を
問
わ
ず
鋼
々
講
を
営
み
、

村
中
安
全
祈
願
の
百
万
遍
が
営
ま
ね

た
。

当
山
は
後
花
園
天
皇
の
長
女

「安

禅
寺
の
宮
」
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
三

十
三
代
中
興
開
山
義
空
栖
雲
和
上
に

よ
り
元
禄
年
間
現
在
地
に
建
立
さ
れ

た
。
観
音
堂
に
は
西
国
三
十
三
札
所

の
観
音
菩
薩
を
ミ
ニ
の
姿
と
し
て
三

十
三
体
安
置
さ
ね
て
い
る
。

か
つ
て
当
地
は
桂
川
の
氾
濫
自
然

の
脅
威
に
泣
い
た
農
民
達
を
温
か
く

見
守

っ
て
こ
ら
れ
た
観
音
菩
薩
に
帰

依
し
お
槌
り
し
た
に
相
違
な
い
。
今

も
さ
ま
ざ
ま
な
風
習
と
な

っ
て
親
し

ま
れ
町
内
の
青
年
達
が
西
国
巡
礼
の

出
発
に
さ
き
が
け
こ
詠
歌
を
あ
げ
道

中
の
無
事
を
家
族
と
共
に
祈

っ
た
。

こ
の
時
の
巡
礼
仲
間
は
西
国
連
中
と

呼
ば
ね

一
生
固
い
付
き
合
い
が
続
い

て
い
る
。

西
園
寺
の
あ
る
久
世
築
山
町
は
南

北
朝
以
前
に
開
拓
さ
れ
た
小
さ
な
農

村
集
落

で
、
か

つ
て
は
南
北

の
川

（現
在
は
用
水
路
）
を
境
に

「ひ
が
し

ん
じ
ょ

（東
側
と

と

「に
し
し
ん
じ

よ

（西
側
と

と
に
分
か
ね
て
い
た
。

西
園
寺
は
そ
の

「
に
し
し
ん
じ
ょ
」

の
中
央
に
位
置
す
る
。
近
く
を
流
れ

る
桂
川
が
増
水
し
て
も
川
底
よ
り
高

位
置
に
あ
る
た
め
浸
水
す
る
こ
と
は

な
か

っ
た
が
、
文
化
五
年

（
一
八
〇

八
）
の
火
災
で
記
録
文
献
は
焼
失
。

か
ろ
う
じ
て
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
と

十

一
面
観
音
は
難
を
逃
が
れ
、
現
在

も
毎
月
十
八
日
に
は
観
音
講
が
行
わ

れ
、
こ
詠
歌
が
捧
げ
ら
れ
る
。

当
寺
は
天
暦
九
年

（九
五
四
）
吉

野
金
峰
山
で
蔵
王
権
現
を
感
得
し
た

浄
蔵
貴
所
が
、
第
六
十
二
代
村
上
天

皇
の
勅
願
に
よ
り
、
平
安
京
の
表
裏

門
比
叡
山
に
対
し
、
西
南
角
の
裏
鬼

門
に
あ
た
る
こ
の
地
に
蔵
王
権
現
を

祀
り
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

京
の
七
つ
の
森
の

一
つ
“
蔵
王
の

森
”
に
数
え
ら
れ
る
境
内
は
楠
な
ど

の
林
に
お
お
わ
ね
、
蔵
王
堂
、
薬
師

堂
、
不
動
堂
な
ど
の
堂
宇
が
点
在
し
、

毎
年
八
月
朔
日
に
行
わ
ね
る
無
形
文

化
財
久
世
六
斎
念
仏
は
、
当
寺
が
発

祥
と
さ
れ
る
。

京都市南区久世大藪町319
電言舌075 (921)5269

京都市南区久世上久世町629
員ヨ言舌075 (921)7051

京都市南区久世築山町42
員ヨ言舌075 (921)3831

京都市南区久世上久世町826
員ヨ言舌075 (921)3625

電話 075-331-0902

ヽF 善峰寺参道

宇治茶とお食事処
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称
讃
寺
は
浄
土
宗
西
山
禅
林
派
の

末
寺
で
あ
る
が
、
真
言
系
統
の
観
音

寺
を
明
治
十
二
年
吸
収
合
併
し
今
日

に
及
ん
で
い
る
。

明
治
四
十
二
年
称
讃
寺
の
本
堂
が

全
焼
し
て
以
来
、
観
音
堂
を
本
堂
と

し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
改
築
計
画
が
進
み
、
平

成
十

一
年
七
月
解
体
し
終
り
、
新
本

堂
の
完
成
は
十
三
年
が
予
定
さ
ね
て

い
る
。

当
時
の
十

一
面
千
手
観
世
音
菩
薩

は
、
延
鎮
僧
都
の
作
と
伝
え
ら
れ
、

残
さ
れ
て
い
る
本
版
刷
り
の
観
音
像

は
清
水
寺
様
式
を
と
り
、
頭
上
で
合

掌
し
て
い
る
が
、
彫
像
の
方
に
は
そ

れ
が
見
ら
れ
な
い
。

元
禄
十

一
年
に
書
か
ね
た
縁
起
の

巻
物
が
あ
る
。
三
十
三
年
毎
に
開
帳

大
法
要
を
営
ん
で
い
る
。

（地
図
は
十
ペ
ト
ジ
。
）

京
都
市
西
京
区
牛
ヶ
瀬
青
柳
町
二
四

電

話

〇

七

五

（
三

八

一
）

八

〇

八

三

蓬

当
山
観
音
堂
の
御
本
尊

。
十

一
面

観
音
菩
薩
は
、
八
尺
余
り
の
尊
像
で

「結
び
の
観
音
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

仁
明
天
皇
の
承
和
十
五
年
劃
山
の
高

層
　
慈
覚
大
師
の
作
と
さ
れ
叡
山
に
安

置
さ
れ
て
い
た
の
を
、
高
倉
天
皇
に
よ

り
松
室
の
峰
ヶ
堂
の
本
尊
と
し
て
移
さ

ね
た
。
そ
の
後
応
仁
の
乱
等
、
兵
火
を

逃
れ
転
々
と
難
を
避
け
て
、
下
津
林
村

の
五
社
神
社
の
傍
ら
に
建
立
さ
れ
、
永

福
寺
と
号
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
長
福
寺

に
合
併
さ
ね
今
日
に
至
る
。

ま
た
、
平
成
七
年
の
阪
神
大
震
災
に

よ
り
、
倒
壊
寸
前
と
な
っ
た
五
社
神
社

の
観
音
堂
が
現
在
、
長
福
寺
の
堂
内
に

新
た
に
増
築
さ
れ
て
い
る
。

（地
図
は
十
ぺ
―
ジ
。
）

電京
言舌者5

0市
七西
五京
⌒ 区
三下
ノヽ

'ヨ

き
―林V楠
二町
九一
六〇
六五

路

駅

大

都

西

京

至

至

久世工業団地

第17番

//

蜃 ¬
卍第32番

来迎寺

至洛西ニュータウン

山
陰
街
道

ツアーランド
阪急長岡天神駅前 アスポビル2階

電話 075-951-6660
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ベー,

松
尾
七
社
の

一
つ
、
大
宮
社
の
赤

い
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
左
手
の

一
角
に

常
楽
寺
の
お
堂
が
あ
る
。

中
に
上
が
る
と
、
十
畳
ほ
ど
の
広

間
正
面
に
三
体
の
像
が
ま
つ
っ
て
あ

り
、
真
ん
中
が
厄
除
け
　
安
産
の
干

手
観
音
、
左
は
地
蔵
菩
薩
、
そ
し
て

右
が
釈
迦
薬
師
如
来
。
こ
の
寺
院
は

無
住
職
で
、
地
元
の
お
年
寄
り
が
毎

日
交
代
で
二
人
ず
つ
常
駐
し
て
い
る
。

お
年
寄
り
に
は
、
永
い
問
ほ

っ
た
ら

か
し
状
態
だ

っ
た
霊
場
が
復
活
さ
れ

た
こ
と
や
、
仲
間
同
士
の
憩
い
の
場

が
生
ま
れ
た
こ
と
が
よ
ほ
ど
う
れ
し

い
よ
う
だ
。

社
の
前
は
山
陰
街
道
、
明
治
ま
で

は
ラ
ッ
パ
を
鳴
ら
し
な
が
ら
馬
車
が

行
き
交
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

京
都
六
地
蔵
巡
り
の
霊
場
の

一
つ

で
あ
る
地
蔵
寺
は
、
本
堂
に
地
蔵
菩

薩
を
い
た
だ
き
、
本
堂
東
側
の
薬
師

堂
に
鎌
倉
初
期
石
仏
で
あ
る
薬
師
如

来

（秘
仏
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
両
脇
に
静
か
に
二
体
の
観
音

菩
薩
像
が
あ
る
。
こ
の
二
体
の
観
音

菩
薩
が
、
第
二
十
三
番

・
第
二
十
四

番
に
数
え
ら
ね
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
詳
細
な
縁
起
は
伝
わ

っ
て
は

い
な
い
が
、
共
に
優
し
き
御
姿
を
私

た
ち
の
目
に
も
心
に
も
映
し
て
く
れ

て
い
る
。

共
に
地
蔵
寺
に
遷
座
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
の
は
、
地
蔵
菩
薩
と
同
じ

よ
う
に
古
く
よ
り
庶
民
の
信
仰
を
多

く
集
め
て
い
た
か
ら
か
も
し
祖
な
い
。

観
音
薔
薩
は
、
別
名
観
自
在
菩
薩
と

も
い
わ
れ
、
娑
婆
世
界
で
苦
し
む
衆

生
を
常
に
見
つ
め
て
お
り
、
そ
の
中

で
苦
痛
や
不
幸
に
喘
ぐ
衆
生
を
神
通

に
よ

っ
て
救
済
し
よ
う
と
願
い
を
た

て
た
。
ま
た
、
地
蔵
薔
薩
は
六
道
輪

廻
に
迷
う
衆
生
を
導
き
、
薬
師
如
来

は
妙
薬
で
あ
る
甘
露
水
に
よ

っ
て
病

気
に
苦
し
む
衆
生
を
癒
す
。

私
た
ち
は
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
て

か
ら
今
ま
で
に
、
何
か
苦
し
み
を
抱

く
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き

苦
し
み
か
ら
救

っ
て
く
れ
る
も
の
を

求
め
て
い
る
。
そ
の
願
い
が
形
を
も

っ
て
現
れ
た
も
の
が
、
こ
れ
か
ら
の

如
来
や
菩
薩
の
御
姿
な
の
だ
と
思
え

る
。薬

師
如
来
の
両
脇
の
二
つ
の
観
音

菩
薩
像
は
、
そ
の
よ
う
な
私
た
ち
の

想
い
を
全
て
知

っ
て
い
る
か
に
思
え

る
面
相
や
形
相
を
具
え
て
い
る
。
ま

た
何
度
も
修
理
を
行
い
、
装
飾
を
施

し
て
き
た
様
子
か
ら
も
、
多
く
の

人
々
の
信
仰
を
集
め
、
そ
の
願
い
を

受
け
止
め
て
来
た
の
だ
ろ
う
。

（
二
十
四
番
念
仏
寺
の
集
印
は
二
十
三

番
地
蔵
寺
で
受
付
け
ま
す
。
）

京
都
市
西
京
区
桂
久
方
町

阪
急
京
都
線
と
嵐
山
線
を
通
り
抜
け

千
代
原
へ
入
る
と
、
音
は
こ
の
地
に
観

音
寺
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
西
国
巡
礼

の
若
者
の
観
音
講
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

奉
安
さ
れ
て
い
る
仏
像
は
、
旧
法
華

山
寺
の
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
現
在
、
観
音
寺
は
廃
寺
に
な

り
、
付
近

一
帯
は
住
宅
地
に
な
っ
て
寺

跡
さ
え
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
千
代

原
観
音
と
称
す
る
阿
弥
陀
寺
も
、
民
家

の
よ
う
な
建
物
に
と
こ
ろ
狭
し
と
千
然

の
観
音
像
が
安
置
さ
れ
、
境
内
に
は
身

丈
四
メ
ー
ト
ル
の
千
手
観
音
が
奉
安
さ

れ
、
悪
病
除
け
の
観
音
像
と
信
仰
さ
れ

た
い
た
。

そ
し
て
そ
の
後
尼
寺
と
な
り
、
明
治

に
な
っ
て
荒
廃
。
昭
和
三
十
六
年
、
現

住
赤
壁
師
が
入
山
し
、
寺
は
再
建
さ
れ

た
。

京
都
市
西
京
区
桂
千
代
原
町
三
二

電
話
〇
七
五

（三
八

一
）
六
〇

一
四

京都市西京区川島北裏町125

京都市西京区桂春日町9

員三言舌075 (381)3538

(〔

:〔

C

I==【 日

CHU5HIn
今里支店

今里4丁 目16番 地1号

奮(955)5001

夢の半径、広が るね。
心に芽生えた夢が、やがて確かな実感へ。

私たち中信は、皆様方との親しいおつきあいを通じて、

より豊かな暮らしのお手伝いをしてまいります。

長岡支店 向日町支店
イズミヤ長岡店前   向陽小学1交横
0(954)3121    6(924)5391

株 式 会 社 阿 部 商 会 〒6170828剌 府長岡京儒 場賜 走り,55

075(951)1688 FAX 075(954)01
フリ…夕

゛
イヤル0120‐ 291824

絆電にこ鴛:とヽ
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今
か
ら
七
百
四
十
年
前
の
鎌
倉
時

代
に
創
建
さ
ね
た
と
い
う
長
恩
寺
は
、

明
治
十
五
年
、
近
く
に
あ

っ
た
千
光

寺
、
念
仏
寺
、
光
照
庵
の
三
つ
の
尼

寺
が
併
合
さ
ね
た
お
寺
で
あ
る
。
そ

し
て
本
尊
の
千
手
観
音
菩
薩
も
、
実

は
千
光
寺
の
本
尊
を
も
ら
い
受
け
た

も
の
で
る
。
身
の
丈
ニ
メ
ー
ト
ル
近

い
長
身
の
観
音
さ
ま
で
、
厄
除
け
の

ほ
か
雷
除
け
の
こ
利
益
が
あ
る
と
い

わ
ね
、
地
元
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ

て
い
る
。

千
光
寺
の
お
堂
入
り
口
に
か
か
っ

て
い
る
額
に
、
菊
の
紋
の
は
が
さ
れ

た
跡
が
か
す
か
に
残

っ
て
お
り
、
と

き
の
霊
元
天
皇
が
乳
母
と
恋
に
陥

っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
皇
室
と
の
関

係
が
深
か

っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
な

る
。

（地
図
は
十
二
ペ
ト
ジ
。
）

京

都

市

西

京

区

上

桂

西

居

町

八

一

電

話

〇

七

五

（
三

八

一
）

五

四

一
七

当
寺
は
寺
伝
に
よ
る
と
前
身
は
松

尾
山
に
あ
っ
た
峯
ヶ
堂
法
華
山
寺
で
、

応
仁
の
乱
で
焼
失
し
た
同
寺
を
摂
政

太
政
大
臣
藤
原
良
経
の
子
、
慶
政

（勝
月
上
人
、
一
一
八
九
～

一
二
六
人
）

が
桂
川
沿
い
に
再
建
し
、
観
世
寺
と

改
め
た
と
さ
れ
る
。
現
今
は
西
山
浄

土
宗
栗
生
光
明
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。

本
堂
に
は
本
尊
と
し
て
平
安
時
代
の

阿
弥
陀
如
来
座
像
が
ま
つ
ら
れ
、
そ

の
他
に
南
北
朝
時
代
の
聖
観
音
菩
薩

立
像
、
地
蔵
菩
薩
立
像
、
聖
天
、
毘

沙
門
天
等
の
尊
像
が
多
く
ま
つ
ら
ね

て
い
る
。
そ
し
て
、
境
内
に
は
安
産

の
地
蔵
菩
薩
、
二
灯
明
羅
漢
像
、
仏

足
石
が
奉
安
さ
れ
て
信
仰
を
集
め
て

い
る
。

（地
図
は
十
二
ぺ
―
ジ
。
）

京

都

市

西

京

区

桂

上

野

北

町

二

九

電

話

〇

七

五

（
三

八

一
）

四

六

〇

四

Ｎ①
」R東海道線

卍 無躊
□

自衛隊桂部隊

大苔社TT

第22番

洛西観音霊場第二十三・二十四番

六 地 蔵 巡 り 桂 地 蔵

8月 22・ 23日

無形文化財 桂六斎念仏奉納

地 蔵 寺
住職 寺 田 智 誠   電話 075(381)3538
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≪ 地図は次ベージ

狭
い
石
段
を
上
が
る
と
門
の
右
手

前
に

「
不
許
酒
肉
五
辛
入
庵
門
」
と

刻
ま
れ
た
碑
が
目
に
つ
く
尼
寺

・
蔵

泉
庵
が
あ
る
。
本
山
は
、
相
国
寺
で

室
町
時
代
の
創
建
と
言
う
。

隠
居
寺
で
、
本
当
に
小
さ
な
造
り

で
あ
る
が
、
庭
が
美
し
い
。
山
続
き

に
苔
む
し
、
石
踏
み
が
二
筋
、
そ
し

て
季
節
に
は
木
々
の
花
が
美
し
く
咲

く
。
特
に
、
雨
上
が
り
に
は

一
段
と

鮮
や
か
さ
を
増
す
。
そ
し
て
、
観
光

客
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
そ
の
東
に

比
叡
山
が
真
正
面
に
見
え
、
桂
川
越

し
に
京
の
町
が

一
望
で
き
、
晴
ね
た

日
に
は
桃
山
城
も
見
え
る

「
穴
場
」

が
魅
力
で
あ
る
。

旧
松
尾
街
道
の
北
、
数
分
で
渡
月

橋
に
行
き
着
く
道
を
、
南
に
行
く
と

二
尊
山
西
光
院
が
あ
る
。

西
行
の
庵
を
起
源
に
す
る
西
光
寺

と
西
光
庵
、
長
い
歴
史
を
守
り
続
け

た
二
寺
は
、
現
在
合
体
し
、
子
育
観

音
を
安
置
す
る
、
西
行
法
師
ゆ
か
り

の
お
寺
と
な

っ
て
い
る
。
も
と
の
二

寺
の
阿
弥
陀
如
来
が
二
体
安
置
さ
れ

い
る
こ
と
が
、
二
尊
山
の
名
前
に
由

来
す
る
。

ま
た
、
西
光
院
か
ら
旧
街
道
に
張

り
出
す
た

っ
た

一
本
の
桜
の
大
木
が

あ
る
。
西
行
桜
と
言
わ
れ
、
毎
春
美

し
い
花
を
咲
か
せ
て
地
元
の
人
達
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

八

一
〇
年
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
で

慈
覚
大
師
円
仁
が
天
台
宗

「常
住
寺
」

を
開
創
、
釈
尊
の
歯
を
安
置
し
た
。

一
二
六

一
年
、
葉
室
定
嗣
が
興
正
菩

薩
叡
尊
を
迎
え
て
律
宗
寺
院
と
し
て

中
興

「浄
住
寺
」
と
改
め
る
も

一
五

六
七
年
焼
失
。
常
住
寺
旧
跡
　
嵯
峨

天
皇
佛
舎
利
安
置
所
と
云
わ
れ
る
。

上
記
消
息
を

「太
平
記
」
に
伝
え
る
。

一
六
八
九
年
、
葉
室
頼
孝
が
大
慈

普
応
禅
師
鉄
牛
道
機
を
請
じ
て
黄
栗

宗
と
し
て
再
興
、
こ
の
時
に
観
音
堂

が
あ
り
、
配
〓
観
音
菩
薩
立
像
」
を
安

置
す
る
。
本
堂
他
は
京
都
市
指
定
有

形
文
化
財
で
、
方
丈
は
伊
達
綱
村
の

幼
時
の
遺
館

・
千
代
萩
の
鶴
千
代
の

御
殿
で
あ
る
。
境
内
は
京
都
市
指
定

環
境
保
全
地
域
で
あ
る
。

福
成
寺
は
、
桓
武
天
皇
の
延
暦
三

年
に
奈
良
か
ら
長
岡
に
都
が
移
さ
れ

た
と
き
、
新
京
の
鎮
護
道
場
と
し
て

建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
ね
る
。

本
尊
は
十

一
面
観
音
菩
薩
で
あ
り
、

別
に
大
日
如
来
像
を
安
置
す
る
。
そ

れ
ら
は
と
も
に
、
藤
原
時
代
の
代
表

作
と
し
て
美
術
史
上
に
貴
重
な
仏
像

で
あ
る
。
又
、
当
境
内
の
蔵
王
権
現

堂
は
古
来
よ
り
霊
験
あ
ら
た
か
な
る

こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
従
古
よ
り
権

現
堂
を
中
心
と
し
て
毎
年
二
月
十

一

日
に
、
村
内
国
家
安
全
五
穀
豊
饒
を

祈
る
行
講
が
連
綿
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
ね
は
、
民
族
学
上
の
貴

重
な
無
形
文
化
財
と
も
な
っ
て
い
る
。

（地
図
は
八
ぺ
―
ジ
。）

京

都

市

西

京

区

樫

原

内

垣

外

町

二

四

電

話

〇

七

五

（
二

九

一
）

〇

四

三

四

京都市西京区嵐山山ノ下町15

員∃言舌075 (871)4939

京都市西京区嵐山山田町 1

電言舌075 (861)1986

京都市西京区山田開キ町
電言舌075 (381)6029

九

石 碑  0造  園

薔出層薇商店
長岡煮す 雹誌 (075)951-1223各

長岡京市JR駅前通 り (旧 西国街道 )

長岡京市神足 2‐ 6‐ 12
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来
迎
寺
は
、
寛
正
年
間

（
一
四
四

〇
）
綿
空
浄
達
上
人
に
よ

っ
て
浄
土

宗
西
山
派
の
道
場
と
し
て
開
山
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
尊
は
、
「物
集
女
薬
師
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
る
阿
弥
陀
如
来
で
、
来
迎
佛

で
左
足
を
半
歩
前
に
出
し
両
手
に
印

を
結
ん
で
上
に
あ
げ
、
極
楽
界
か
ら

こ
の
世
に
お
出
ま
し
に
な

っ
た
姿
を

し
て
い
る
。
観
音
像
は
聖
観
音
菩
薩

で
、
ゆ

っ
た
り
し
た
座
像
が
ま
つ
っ

て
あ
る
。

尚
、
山
門
を
く
ぐ
る
と
右
手
に
薬

師
堂
が
あ
り
、
向
日
市
文
化
財
の
薬

師
座
像
を
安
置
し
、
隣
接
し
た
庭
の

片
隅
に
は
、
曼
陀
羅
石
塔
婆
、
宝
き

よ
う
印
塔
が
ま
つ
っ
て
あ
る
。

（地
図
は
八
ぺ
―
ジ
。
）

こ
の
お
寺
は
、
「仏
華
林
山
　
宝
菩

提
院
　
願
徳
寺
」
と
い
う
。
約
千
三
百

年
前
の
自
鳳
八
年

（六
七
九
）
に
持

統
天
皇
の
願
い
に
よ
っ
て
向
日
市
寺
戸

に
創
建
さ
れ
た
お
寺
で
あ
る
。
中
興
の

開
山
と
し
て
は
、
平
清
盛
の
弟
の
平
教

盛
の
子
で
あ
る
小
川
法
印
忠
快
と
い
う

人
が
お
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
多
く

の
親
王
方
が
住
職
を
さ
れ
た
。

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

は
、
天
台
密
教
の
秘
法
を
行
い
穴
太
流

や
西
山
流
を
産
み
出
し
た
大
寺
院
で
あ

っ
た
、
し
か
し
応
仁
の
乱
と
信
長
の
兵

人
に
よ
っ
て
諸
堂
こ
と
こ
と
く
灰
尽
と

な
り
、
江
戸
時
代
に
家
康
の
加
護
を
受

け
た
も
の
の
、
平
安
時
代
の
寺
院
の
面

影
は
な
く
な
っ
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
こ
の
大
原
野
の
地

に
庫
裡
を
再
建
し
現
在
に
至

っ
て
い

る
。

（地
図
は
ニ
ペ
ー
いソ
。）

京
都
市
西
京
区
大
原
野
南
春
日
町一

二
二
三
―
二

電
話
〇
七
五

（
三
二

一
）
三
八
二
三

ヾ

阪急電鉄嵐山線

物集女街道

向日市物集女町御所海道25
電言舌075 (921)4978

#船 無駄な保険料払ってませんか ?
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お 客 様 相 談 室  TEL 075-315-6612
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洛
西
の
観
音
様
に
期
待
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
澤
康
裕

京
都

。
東
京

。
大
阪
と
三
都
市
で
の
長
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
。
久
し
振
り

に
関
西
に
戻
っ
て
来
て
、
ふ
と
西
国
三
十
三
ヶ
所
霊
場
巡
り
の
旅
に
出
る
気
に

な
り
ま
し
た
。
（観
音
さ
ま
へ
の
想
は
、
遠
く
学
生
時
代
に
読
ん
だ
井
上
靖
氏
の

十

一
面
観
音
を
求
め
て
の
旅
の
文
章
に
起
因
し
ま
す
。
「
い
ま
最
も
心
打
た
れ
る

こ
と
は
、
あ
の
す
ば
ら
し
い
観
音
さ
ま
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
厨
子
や
収
蔵
庫

の
中
に
今
こ
の
瞬
間
も
す
っ
く
り
立

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
が
そ
の
前
に

立
っ
た
時
は
、
美
術
品
で
あ

っ
た
も
の
が
、
遠
く
離
れ
て
し
ま
う
と
ま
る
で
違

っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
と
…
。
私
も
い
つ
の
日
か
心
の
琴
線

に
触
れ
る
す
ば
ら
し
い
観
音
さ
ま
に
立
ち
会
い
た
い
も
の
と
思
い
続
け
て
お
り

ま
し
た
の
で
…
じ

実
際
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
旅
を
し
て
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
は
、
風
情
が

あ
り
清
浄
ム
ー
ド
が
あ
ふ
れ
な
ん
と
な
く
来
て
み
て
良
か
っ
た
と
い
う
気
分
に

な
り
ま
す
。
又

「私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
、
生
き
る
喜
び
探
し
の
旅
」
と
し

て
多
く
の
人
の
支
持
を
得
て
、
何
百
年
に
渡
り
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
意

味
も
理
解
出
来
ま
す
が
、
関
西
の
二
府
五
県
の
広
い
地
域
に
点
在
し
、
忙
し
い

私
た
ち
は
、
自
動
車
、
観
光
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

帰
り
の
時
間
が
気
に
な
り
、
ひ
た
す
ら
終
着
に
向
か
っ
て
急
ぐ
朱
印
帳
の
空
白

を
埋
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
印
象
が
強
く
残
り
ま
し
た
。
期
待
が
大
き
い
分
、

満
願
の
喜
び
よ
り
も
、
現
在
の
あ
わ
た
だ
し
い
世
相
を
反
映
し
た
よ
う
な
、
な

に
か
や
る
せ
な
さ
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

何
時
で
も
気
が
向
い
た
時
、
気
楽
に
余
裕
を
も

っ
て
、
本
来
の
巡
礼
の
気
分

（信
仰
と
観
光
）
を
味
え
な
い
も
の
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
時
、
偶
然
京
都
西

山
の
洛
西
観
音
霊
場
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
（室
町
時
代
に
み
や
こ

（京
都
）
の

女
性
を
中
心
に
季
節
の
良
い
春
や
秋
、
農
閑
期
や
正
月
休
み
を
利
用
し
て
隣
近

所
誘
い
あ
っ
て
出
か
け
た
と
の
こ
と
。
）
私
も
自
分
の
足
と
眼
で
、
洛
西
の
自
然

や
歴
史
に
触
れ
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
昔
の
人
の
素
朴
な
観
音
信
仰
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
豊
か
な
時
の
う
つ
ろ
い
の
余
韻
に
浸
り
た
く
、
大
事
に
大
事
に
洛
西

の
巡
礼
の
旅
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
◇
Ｗ
Ｅ
Ｓ
丁
京
都
豆
知
識
◇
◆

洛
西
は
竹
の
里
と
呼
ば
れ
竹
の

質

・
美
し
さ
と
も
に
日
本
随

一
と
い

わ
れ
る
、
い
ま
も
自
然
を
残
す
大
丘
陵

地
で
す
。
そ
し
て
、
二
十

一
世
紀

ヘ

の
展
望

「健
康

・
信
仰

・
観
光
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
新
し
い
観
光
名
所

で
“
自
分
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
も
の
”

を
見
つ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

歴
史
的
に
京
都
は
古
い
お
寺
や
庭

園

・
国
宝
と
観
光
資
源
が
豊
富
で
す

が
、
近
年
、
訴
求
方
法
に
新
鮮
味
を

失
い
か
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
洛
西

（西
山
）
は
、
室
町
時
代
か
ら
つ
づ
く

「洛
西
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
め
ぐ

り
」
の
よ
う
に
、
ま
だ
日
の
目
を
み
な

い
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
っ
た
観
光
資

源
に
注
目
し
ま
し
た
。
そ
の
点
が
、
洛

西
の
歴
史
を
現
代
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
東

山
に
対
比
さ
れ
る
西
山

（洛
西
）
と

し
て
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
現
代
社
会
で
は
、
孤
独
に

な
り
過
ぎ
、
精
神
的
に
悩
み
を
か
か
え

て
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
洛

西
の
お
寺
が
そ
ん
な
人
々
の
為
の
駆
け

込
み
寺
と
な
り
、
住
職
さ
ん
の

「活

躍
の
場
」
で
あ
れ
ば
、
不
安
解
消
の

為
に

「洛
西
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場

め
ぐ
０
」
に
参
加
す
る
人
達
と
の
コ
ミ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
新
た
な
目
的

を
も
つ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
癒
し
を
考
え
た
観
光
計
画

と
し
て
「ヨ
圏
三
示
都

・
ご
健
康
風
里
Ｌ

が
実
現
す
れ
ば
、
体
を
癒
す
風
呂
を

中
心
に
し
た
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設

と
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一

日
ゆ
っ
く
り
と
低
料
金
で
利
用
で
き
る

「癒
し
の
ゾ
ー
ン
」
と
な
る
で
し
ょ
２ヽ

そ
し
て
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し

た
洛
西
竹
林
公
園
は
、
大
規
模
な
洛

西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
の
際
に
既
存
の

竹
林
を
整
備

・
保
存
し
た
も
の
で
約

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
回
遊
庭
園
で
す
。
約

一
二
〇
種
三
〇
〇
〇
株
の
竹
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
中
央
に
竹
の
資
料
館

や
竹
細
工
な
ど
の
土
産
物
店
が
あ
り

ま
す
。
園
内
随
所
に
見
ら
れ
る
約
四

〇
ｏ
体
の
石
仏
は
地
下
鉄
建
設
の
折

に
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（大
阪
市
在
住
　
藤
田
和
実
）

日

園

Ш

鋤
『
鋤

大 阪 陸 運 局 認 証 工 場   各車種 (国内 。国外)販売 修理 板金

三 井 自 動 車
代表者 三井貞夫

工 場 〒569-0091 高槻市梶原 6丁 目16番 1号

電 話  (0726)69-0609 FAX(0726)69-0604
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観
音
さ
ん
の
縁

京
都
新
聞
文
化
部
　
坂
井
輝
久

通
勤
の
バ
ス
の
中
は
い
ほ
と
ん
ど
本
を
読
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
阪
急
桂

駅
に
近
く
な
る
と
、
ふ
っ
と
窓
の
外
に
目
を
や
る
。
鬱
蒼
と
茂
る
神
社
の
森
を

見
上
げ
、
次
い
で
そ
の
境
内
の
生
け
垣
に
白
い
駒
札
形
の
案
内
板
を
見
つ
け
る
。

す
る
と
、
な
ぜ
か
ホ
ッ
と
す
る
。
「洛
西
観
音
霊
所
、
第
二
十
二
番
札
所
、
常
楽

寺
」
と
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
長
く
続
い
て
い
た
が
、
い
つ
し
か
生
け
垣
の
枝

が
伸
び
て
案
内
板
は
通
り
か
ら
見
え
な
く
な
り
、
バ
ス
の
窓
外
に
視
線
を
転
ず

る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
秋
突
然
、
洛
西
観
音
霊
場
会
が
復
興
二
十
周
年
に
な
る
と
聞
か
さ
れ
て
、

驚
き
の
声
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
長
ら
く
続
け
て
い
た
バ
ス
中
の
習
慣
を
思
い

出
し
、
翌
朝
思
わ
ず
生
け
垣
を
子
細
に
観
察
し
た
。
葉
陰
に
わ
ず
か
に
白
い
案

内
板
が
見
え
る
。
洛
西
観
音
霊
場
は
し
っ
か
り
息
づ
い
て
い
た
の
だ
。

十
年
ぶ
り
位
に
楊
谷
寺
の
日
下
悌
宏
住
職
に
電
話
を
か
け
て
み
た
。
近
隣
の

人
た
ち
の
霊
場
め
ぐ
り
は
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
最
近
は
関
東
方
面
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
舞
い
込
み
、
小
グ
ル
ー
プ
で
何
日
も
京
都
に
滞
在
し
て
霊
場
め
ぐ

り
を
す
る
人
た
ち
が
あ
る
こ
と
。
再
興
時
の
住
職
よ
り
は
若
い
、
三
、
四
十
代

の
次
世
代
住
職
が
霊
場
会
を
活
発
に
運
営
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
つ
つ
二
十
周
年
を
契
機
に
さ
ら
な
る
盛
り
上
げ
を
企
画
し
て
い
る
こ
と
。

そ
う
し
た
近
況
を
聞
き
な
が
ら
、
二
十
年
前
、
洛
西
地
域
に
根
ざ
し
た
観
音
霊

場
の
わ
ず
か
な
江
戸
期
史
料
の
発
見
に
端
を
発
し
て
、
霊
場
会
発
起
人
会
の
結

成
、
さ
ら
に
霊
場
会
の
発
足
に
至
っ
た
経
過
を
報
道
し
、
夏
に
は
霊
場
を
め
ぐ

る
連
載
記
事
を
掲
載
し
て
翌
年

「洛
西
の
観
音
さ
ん
」
と
い
う
可
愛
い
本
づ
く

り
に
か
か
わ
つ
た
記
憶
が
鮮
や
か
に
蘇
っ
て
来
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
人
や
記

憶
が
不
思
議
に
つ
な
が
っ
て
来
る
と
こ
ろ
に
、
観
音
さ
ん
の
妙
智
力
や
奇
縁
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

い
ま
地
域
学
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
始
め
て
い
る
。
洛
西
観
音
霊
場
は
現
在

三
市

一
町
に
ま
た
が
る
が
、
か
つ
て
乙
訓
と
い
う

一
つ
の
地
域
に
根
ざ
し
て
い

た
。
復
興
二
十
年
を
機
に
、
さ
ら
に
霊
場
の
広
が
り
や
つ
な
が
り
を
究
め
深
め

て
い
く
と
、
江
戸
期
に
信
仰
や
生
活
で
し
っ
か
り
つ
な
が
っ
て
い
た

一
つ
の
地

域
文
化
の
掘
り
起
こ
し
に
な
る
よ
う
に
思
え
る
。

霊
場
巡
り
の
日
々
に
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
一局
槻
市
在
住

中
平

久

還
暦
を
機
に
職
場
を
離
れ
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
霊
場
巡
り
を
続
け
て
い
る
。

特
に
深
い
考
え
が
あ

っ
た
訳
で
も
な
く
、
何
と
な
く
、
自
然
の
多
い
道
を
花
や

樹
々
を
見
て
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
古
刹
、
霊
場
寺
院
を
順
不
同
で
回
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
で
は
西
国
三
十
三
所
を
二
周
、
四
国
遍
路
を
三
周
、
小
豆
島
と

洛
西
の
ほ
と
ん
ど
を
周
り
終
え
て
い
る
。

こ
こ
数
年
の
う
ち
に
巡
拝
者
の
急
増
ぶ
り
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ど

の
霊
場
に
も
、
定
年
前
後
の
方
々
や
若
者
そ
し
て
家
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
お
母

さ
ん
た
ち
と
い
っ
た
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
見
ら
れ
る
。

き

っ
か
け
は
様
々
で
も
そ
の
多
く
の
方
々
が
、
今
こ
う
し
て
元
気
に
巡
拝
出

来
る
健
康
に
恵
ま
れ
た
喜
び
と
、
い
わ
ば
仏
の
命
を
わ
が
身
で
生
き
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
も

っ
て
回
っ
て
い
る
。

大
気
か
ら
の
オ
ゾ
ン
、
地
道
か
ら
の
マ
イ
ナ
ス

・
イ
オ
ン
、
樹
木
か
ら
の
フ

ィ
ト
ン
チ
ツ
ド
と
芳
香
、
河
川
の
せ
せ
ら
ぎ
鳥
の
声
、
こ
れ
ら
が
脳
内
物
質
を

活
性
化
し
て
免
疫
力
を
高
め
、
成
人
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
今
で
は
常
識
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
の
恵
み
を
十
分
吸
収
し
な
が
ら
歩
く
の
だ
か
ら
、

巡
礼
こ
そ
は
心
と
身
体
を
同
時
に
調
え
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
究
極
の
健
康
法

な
の
で
あ
る
。

西
国

。
四
国
は
も
と
よ
り
優
れ
た
霊
場
で
あ
る
が
現
地
と
の
往
復
自
体
が
大

変
で
、
時
間
的
経
済
的
体
力
的
に
制
約
を
受
け
る
。

私
た
ち
に
は
幸
い

「洛
西
観
音
霊
場
」
が
あ
る
。
場
所
的
に
近
い
う
え
、
札

所
寺
院
間
の
距
離
も
適
当
で
、
飽
き
ず
ま
た
疲
れ
も
し
な
い
。
半
日
も
あ
れ
ば

何
力
寺
か
は
十
分
回
れ
る
。
そ
れ
に
時
に
は
、
住
職
の
方
に
お
茶
や
お
話
を
頂

戴
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
私
も
何
度
か
お
も
て
な
し
頂
き
恐
縮
し
た
。
こ
ん

な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
札
所
は
全
国
に
も
例
は
あ
る
ま
い
。

札
所
と
札
所
の
間
も
ま
た
霊
場
で
あ
る
。
「無
刹
不
現
身
」
の
三
十
三
身
は
道

中
に
遍
満
し
て
い
ら
れ
る
。
電
車
を
利
用
し
て
或
い
は
現
地
で
車
を
留
め
て
軽

装
で
楽
し
く
巡
拝
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
た
い
。

無農薬栽培
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京
都
洛
西
観
音
札
所
再
興
の
出
来

柳
谷
楊
谷
寺
　
日
下
　
悌
宏

昭
和
五
十
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
西
山
浄
土
宗
頼
松
内

局
で
庶
務
部
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
折
、
西
山
国
師
顕
彰
事

業
を
森
法
主
の
指
示
に
よ
っ
て
西
山
国
師
十
六
霊
場
の
開
創
を
西
山

三
派
の
霊
場
顕
彰
木女
員
に
し
て
設
立
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時

現
在
洛
西
四
番
札
所
、
大
原
野
西
迎
寺
の
先
住
長
沢
慧
学
師
が
、
先

代
亮
歓
師
が
西
の
岡
三
十
三
所
の
観
音
霊
場
の
資
料

一
切
を
保
存
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
際
再
興
さ
せ
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
早
速
札
所
対
象
の
有
志
寺
院
に
呼
び
か
け
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
賛
同
い
た
だ
き
発
起
人
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
当
時
当
山
に
取
材
で
出
入
し
て
い
た
京
都
新
聞
社
洛
西
支
局
の

坂
井
記
者
は
、
札
所
再
興
の
事
業
に
大
い
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
京

都
新
聞
社
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て
く
だ
さ
れ
た
。

後
に
出
版
さ
れ
た

『洛
西
の
観
音
さ
ん
』
は
坂
井
記
者
が
各
札
所
に

歩
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
札
所
は
室
町
時
代
足
利
義
満
の
世
、
京
の
都
の
官
女
や
武

家
の
女
性
を
中
心
に
し
て
西
の
岡
札
所
巡
り
が
行
な
わ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
当
時
桂
川
以
西
は
ま
だ
都
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
都
の
女
性

に
と
つ
て
は
縁
者
の
菩
提
を
弔
う
巡
礼
以
外
に
、
レ
ジ
ャ
ー
的
な
要

素
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
、
寛
政
年
間

の
御
詠
歌
の
額
を
残
す
札
所
が
み
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
泰
平
の

世
に
は
こ
の
札
所
参
り
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

明
治
の
世
に
な
り
、
廃
仏
毀
釈
が
お
こ
っ
て
、
寺
院
が
民
の
手
で
壊

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
札
所
に
も
影
響
し
、
す
た
れ
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。　
一
世
紀
の
間
す
た
れ
て
い
た
札
所
が
、
な
ん

と
か
昭
和
五
十
年
再
興
を
見
、
そ
の
後
二
十
年
を
経
て
、
志
を
持
っ

た
札
所
の
新
し
い
住
職
達
の
手
で
記
念
事
業
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
再
興
当
時
の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
喜
ば
し
い
か

ぎ
り
で
あ
る
。

洛
西
観
音
霊
場
会
役
員

〈
不
　
　
Ｅ
ｘ

事
務
局
長

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

〈
不
　
計

庶

務

会
計
監
査

会
計
監
査

編
集
委
員

第
１
番
　
善
峯
寺

第
１０
番
　
楊
谷
寺

第
２
番

金
蔵
寺

第
２‐
番
　
長
福
寺

第
３２
番
　
来
迎
寺

第
１４
番
　
勝
龍
寺

第
２０
番
　
称
賛
寺

第
１８
番
　
西
円
寺

第
７
番
　
光
明
寺

第
１２
番
　
一禁
台
寺

［編
集
後
記
］

二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
て

洛
西
観
音
霊
場
会
も

一
つ
の
大
き

な
節
目
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
。

今
ま
で
は
西
国
観
音
霊
場
や
新
西

国
観
音
霊
場
に
隠
れ
た
マ
イ
ナ
ー

な
霊
場
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
知

る
人
ぞ
じ
る
霊
場
で
も
あ
っ
た
よ

う
で
、
特
に

一
泊
二
日
で
回
れ
る

と
い
う
通
称
ミ
ニ
観
音
霊
場
と
い

う
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
京
都
駅
付
近
に
二
泊
し
て
回

れ
る
霊
場
な
ど
考
え
て
み
れ
ば
こ

の
洛
西
観
音
霊
場
を
お
い
て
他
に

あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
そ
こ
で
名

称
も
新
た
に
京
都
洛
西
観
音
霊
場

と
ま
さ
に
新
世
紀
に
相
応
し
い
も

の
に
改
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
高

齢
化
社
会
や
福
祉
問
題
で
山
積
状

態
に
あ
る
い
ま
の
日
本
、
京
都
の

街
も
こ
の
霊
場
巡
り
を
真
剣
に
考

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
記
念
号

『ら
く
さ
い
』
が
こ
の
よ
う
な
時

期
に
発
刊
で
き
る
こ
と
に
些
か
観

音
さ
ま
の
妙
智
力
を
感
じ
な
い
で

は
い
ら
れ
な
い
。

尚
、
各
寺
院
の
案
内
に
付

い

て
は
、
住
職
よ
り
戴
い
た
原
稿
を

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

掃
部
光
暢

日
下
悌
宏

丹
羽
隆
真

奥
田
亮

一

森
　
一襄
純

國
定
道
晃

嶋
本
弘
修

近
藤
宣
雅

小
林
純
承

中
林
準
超

第
１０
番
　
楊
谷
寺

第
１３
番
　
観
音
寺

第
２７
番
　
観
世
寺

第
１４
番
　
勝
龍
寺

第
――
番
　
正
覚
寺

日
下
悌
宏

阿
部
法
隆

中
西
随
功

國
定
道
晃

森
田
俊
尚

洛西観音霊場11番

正 覚 寺

乙訓1郡 大山崎町下植野宮脇99

電話 075(956)0322

洛西観音霊場14番

勝 龍 寺

長岡京市勝龍寺1925

電話 075(951)6906

洛西観音霊場27番

観 世 寺

京都市西京区桂 L野北町29

電話 075(381)4604

洛西観音霊場13番

観 音 寺

長岡京市東神足 2丁 目124

電話 075(956)4780

洛西観音霊場10番

柳谷奥ノ院

長岡京市浄 11谷 堂ノ谷2

電話 075(956)0017

洛西観音霊場 1番

善 峯 寺

京都市西京区大原野小塩町1372

電話 075(331)0020
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